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◇２学期が始まりました！！ 

  長かった夏休みも終わり、普段通りに学校が始まり、子どもたちの元気な笑顔であふ

れています。友達と汗だくになり休み時間楽しそうに遊んでいる子、勉強に一生懸命励

んでいる子、陸上やマーチングの練習を頑張っている子･･･、２学期も子どもたちには、

好きなことや得意なことにどんどん挑戦して、増やしてもらいたいと思います。 

　子どもたちの中には、長い夏休みに身についてしまった生活リズムを元のリズムに取

り戻すことが難しく、心の切り替えがうまくできず、登校を渋ったり、やる気が出なか

ったりするお子さんがいるかもしれません。しっかりと話を聞いてあげ、否定するので

はなく、誰でもそういう気持ちになることを共感的に伝えてほしいと思います。担任と

も情報を共有し、協力して一緒にサポートできるよう、どんな些細なことでも相談いた

だければと思います。 

 

　９月２日の始業式では、２学期も「笑顔・挨拶・感謝」でいっぱいの学校にしようと

子どもたちに話をしたのですが、その中でも特に、「挨拶」のことについて詳しくお話

ししました。みんな、頭の中では挨拶は大切だとわかっているけど、「照れくさい」「挨

拶した時に返事がないと嫌だから」「めんどくさい」などの理由から、積極的にできて

いない子も多く見られます。国府小学校の子どもたちに 

は、もっともっと元気に、気持ちのいい挨拶ができるよ 

うになってもらいたいと思っています。 

　９月の学校全体の生活目標は「進んであいさつをしよ 

う」です。教員も子どもたちに負けないように、気持ち 

のいい挨拶ができるよう努めて参りますので、ご家庭で 

もご指導、ご支援をよろしくお願いします。

◇避難訓練をしました！ 

  夏休み中の８月８日に宮崎県日向灘で起こった地震では、「南海トラフ地震臨時情報

（巨大地震注意）」が初めて発表されました。また、８月の最終週には、台風１０号が

ノロノロと日本に接近し、大雨洪水による被害も出ました。毎年のように、大きな災害

が起こっており、徳島でも、いつ、どこで、大災害が起こっても不思議でありません。 

　９月４日（水）、午前８時５０分に地震が発生したという想定で、避難訓練を行いま

した。揺れている最中は、自分の体、頭を守るように机の下に入り、揺れが収まった後



は、「押さない、走らない、喋らない、戻らない（おはし 

も）」の基本行動を守り、全員がスムーズに運動場へ避難し

ました。また、その後、洪水を想定して校舎３階に避難す

る２次避難の訓練も行いました。 

　今後も、学校では、自分の大切な命を守るための避難訓

練を、様々な状況を想定して実施して参ります。ご家庭に

おいても、もしも地震が起こった時に、お家で？外に出か ６年生と一緒に南校舎３階に 

ている時？子どもだけでいる時？など、話し合いをしてお 避難する１年生 

いてください。また、お家の近くの避難場所も確認しておいてください。

◇稲刈り体験をさせていただきました！【５年生】 

  ９月１１日（水）の２、３時間目に、２学級ずつに分かれ稲刈り体験をしました。こ

れは、毎年５年生が、月の輪あわ国府（旧 国府ロマン保全隊）の方のご協力を頂いて、

総合的な学習の時間に行っている「米作りに関する学習」の一環として行ったものです。 

　子どもたちは、５月に、月の輪あわ国府の代表の方から国府町の米作りについてお話

を伺った後、学校近くの田んぼに出かけ、実際に田植えを行わせていただきました。 

　自分たちが植えた稲を刈り取るということで、暑い中でしたが、子どもたちは生き生

きと楽しそうに、真剣に取り組んでいました。収穫したお米をみんなで調理して食べる

のが待ち遠しそうでした。 

　このような体験的な活動を通じて、子どもたちには、国府の自然や産業、文化に興味

や関心をもち、また、食育の重要性についての理解を深めてもらいたいと考えています。

     

◇ユニセフ募金へのご協力、大変ありがとうございました 　 

　ご報告が遅くなりましたが、７月に青少年赤十字委員会の子どもたちが各教室を回

り、世界中の支援が必要な子どもたちのために「ユニセフ募金」を集めてくれました。

その結果、国府小学校の子どもたちから集まった合計金額は、７５，８４６円もありま

した。中には、優しい手紙を添えて募金してくれた子もいたそうです。 

　人のために自分ができることをしようという気持ちは大変尊いものだと思います。そ

の気持ちが国府小学校の子どもたちに、また、保護者の方に多いということが、とって

もとっても嬉しく思います。集めたお金は、日本ユニセフ協会に送金させていただきま

した。ご協力、本当にありがとうございました。


